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坊の塚古墳は各務原市鵜沼羽場町に位置しており､ 4

世紀末に造られた､墳長120mの前方後円墳です｡平成

27年度から5ヶ年の発掘調査を継続中です｡

第4次となる平成30年度の発掘調査は､前方部に調

査区を4ヶ所設定して行いましたo調査の結果､前方部
ちくせい

の築成や構造の詳細が明らかとなり､坊の塚古墳の墳形

を復元することができました(図1)0

⊂コ　平坦面

図1坊の塚古墳復元図　⊂コ　葺石斜面
ふきいし

調査成果①　茸右

設定した全ての調査区で､墳丘斜面が葺石で覆われて

いることが確認でき､これまでの調査結果と併せて､前

方部と後門部の斜面全体が葺石で覆われていたことが分

かりました｡

前方部は､これまで二段築成であると考えられてきま
すそ

した｡しかし､調査の結果､墳丘の裾部分に設けられた

道路の下から､もう一つの平坦面が見つかり､三段築成

であることが分かりました(写真1)0

写真1前方郡段築(調査区1)

調査成果②　円筒埴輪

墳頂部では円筒埴輪列が確認

されました(写真3)｡出土した

部分は埴輪の基部のみでしたが､

原位置を留めており､墳頂部を

囲うように端部に配置されてい

たと考えられますo

多くの古墳では､一段目や二 写真2　円箇埴輪

段目の平坦面にも埴輪が配置ざ　(平成28年度調査出土)

れていますが､坊の塚古墳では､前方部･後円那ともに

配置された形跡は確認できませんでした｡このことから､

円筒埴輪は墳頂部のみに配置して､他の平坦面には配置

しないことが坊の塚古墳の特徴の一つではないかと考え

られます｡

写真3　円筒埴輪列(調査区1)

調査成果③　前方部と復円部の境目

前方部と後円部の境目の位置を特定することができま
きていせき

したo基底石がしっかりと残っており､くの字状に屈曲

していることが分かります(写真4)｡また､縦方向に区

画列石が積み上げられており､前方部と後円部の境界線

も確認することができましたo

古墳が造られた当時の位置を保っている葺石が多く､

葺石の施工順序をうかがい知ることができましたo　まず､

基底石を後門部から配し､境目となる縦方向の区画列石

を積み上げてから､全体に石を葺いたものとみられます｡

写真4　前方部と後円部の境Ej (調査区4)



棚古墳と地形

坊の塚古墳は低位段丘面を望む各務原

台地の崖上に位置しています｡なぜこの

場所に築造されたのか､坊の塚古墳が造

られた場所の地形から考えていきます｡

各務原市は美濃山地の南綾部山地､濃
こうせきちゆうせき

尾平野北部の洪積台地･沖積低地からな

ります(注1)｡中央部に広がる各務原台地

の東部には､木曽川が削って生まれた低

位段丘面が広がり､その段差は10- 15

mになります｡

坊の塚古墳は､この各務原台地の縁辺

部に立地しています｡古墳の向きに注目

すると､台地の縁辺と平行に造られてい

ることが分かります(図1).これは､低

位段丘面からよく見えるようにしたため 図1坊の塚古墳の位置と鵜沼地域

ます｡昼飯大場古墳が造られた背景には､東国への出入

口を治めたいヤマト政権の動きがあったと考えられます

(注2)o

また､岐阜県には､揖斐川･長良川･木曽川が流れて

おり､美濃の前方後円墳はこれら河川の近くに多く造ら

れていますo　その理由として､様々な物資や人､情報等
しょうあく

を運ぶために､これら河川の掌握を図ろうとした結果で

はないかと考えられます(注3)0

坊の塚古墳は各務原台地の縁辺部に造られているた

め､見晴らしが良好です｡犬山城の方向を眺めると､低

位段丘面や木曽川､犬山扇状地を見渡すことができます

(写真1)｡この立地状況を踏まえて坊の塚古墳の築造に

至った経緯を考えると､木曽川を使用した水運と､尾張

への勢力拡大を目的としたヤマト政

権の影響が挙げられますo

濃尾平野の北東端に位置する低位

段丘面や木曽川は､尾張やさらに東

国へ支配域を広げたいヤマト政権に

とって極めて重要な地域であったこ

とから､各務原台地の縁辺部に坊の

塚古墳が造られたのではないかと考

えられます｡

【参考文献】

(注1)各務原市教育委員会『各務原市史』 1983

(注2)大垣市教育委員会『史跡昼飯大塚古墳』

200〕

は3)中井正幸｢前期古墳から中期古墳へ｣ 『美

濃･飛騨の古墳とその社会』 2001

と考えられます｡古墳は､権力者の墓であるとともに権
こじ

力を誇示するための象徴でもあり､ ｢見せる｣ことを重
は古

要視していました｡そのため､低位段丘面や木曽川を挟

んだ愛知県側からでも望むことができる台地に古墳を築

造したと考えられます｡

このように周辺地域を望むことができる場所に古墳が

造られることは珍しいことではありません｡岐阜県最大
ひるいおおつか

の前方後円墳である大垣市の昼飯大塚古墳は､坊の塚古

墳と概ね同時代に造られた古墳です｡古墳の北側に標高
きんしようざん

221mの金生山があり､そこから派生する段丘に立地し
ふわ

ています｡西の関ケ原方面には後の不破の関を望むこと

ができ､東国の入口にあたる場所といえます｡

前方後円墳は､ヤマト政権の独自の墳丘形状といわれ

写真1　坊の塚古墳から低位段丘面を望む



やまうしろ

LLl絶2号墳発掘調査
いしやま

山後2号境は､那加山後町に残る独立丘陵｢石山｣の

北側に点在する｢山後古墳群｣の中の1基です｡現在ま

でに､滅失したものも含めて9基の古墳が確認されてい

ます｡平成30年､山後2号墳が残る竹薮の開発が計画

されたことから､各務原市埋蔵文化財調査センターでは､

開発によって消滅する古墳の緊急発掘調査を平成30年

10月11日から11月18日にかけて行いましたo

写真1　LIJ後2号墳全景

約1か月に及ぶ発掘調査の結果､土を丸く盛り上げた
よこあなしきせきしっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうLT'う

墳丘や横穴式石室､古墳の周囲をめぐる周壕などが次々

と明らかになりました(写真1)｡山後2号境は､石室の

形状や出土した土器等から､ 6世紀後半に造られたと推

定されます｡山後古墳群はこれまでに発掘調査の事例が

ありませんでしたが､今回の調査によって責重な資料を

得ることができました｡

調査成果①　墳丘

山後2号項は､直径約16mの円墳であることが分か
すそがいごれっせき

りましたo墳丘の裾部分には外護列石が配置されていま

した(写真2)｡外護列石とは､横穴式石室の開口部から

連続して墳丘の周囲をめぐるもので､横穴式石室の導入

とともに採用された古墳築造の技術です｡山後2号墳で

は､開口部付近で外護列石を確認しており､墳丘正面を

保護し化粧するためのものと考えられますo

調査成果②　横穴式石室

埋葬施設は､開口部を西側に向けた横穴式石室ですo
ぜんていぷげんしつ

石室の入口である前庭部､実際に遺体を埋葬した玄室､
せんどう

前庭部と玄室の間にある羨道に分かれています(写真1)0

玄室の奥壁は東側の道路工事により失われており､確認

することができませんでした｡

玄室の平面形は単なる長方形ではなく､中央がやや広
どうば

がっていますo　この形は｢胴張り｣といわれていますo
れ舌

玄室は磯を貼って床を造っており､磯がなくなる所を境

にして羨道と分けられます｡羨道は直線的に延び､前庭

部はハの字状に広がっていますo

調査成果③　出土遺物

写真3　前庭部の遺物出土状況

めのう

玄室の磯床から､喝王詣製勾玉､ガラス玉､鉄製馬具等

の副葬品が出土しました(表紙)｡ガラス玉は小さく､
つきぷたつきみたかつ普

磯の問に挟まっていました｡他には杯蓋や坪身､高杯等

の須恵器が多く出土しています(写真3)o

体操発掘(10月～11月)

発掘調査中､職場体験

として8人の中学生が体

験発掘に参加しました｡

石室内を掘削しましたが､

無数の竹根に阻まれ苦戦

していました｡抜根でき

た時は大喜びでした｡ (関

連記事6P)

現地説明会(12月2日)

発掘調査が終わった後､

地元の方の希望により現

地説明会を開きました｡

石室内を歩いたり出土し

た遺物に触ったりと､普

段はできない体験に興味

津々の様子でした.



埋文エッセイ

舌代の と人々
- 30年度の発掘調査成果から一

私たちが遺跡の発掘調査を行っていると､ ｢馬｣にし

ばしば出会うことがあります｡もちろん生きている馬で

はなく､遺跡から発掘される昔の｢馬｣です｡今回は､

今年の発掘調査で出会った馬から､古代の人々と馬との

関わりを紹介してみたいと思います｡

馬は古くから日本人とも関わりの深い動物ですが､

元々日本列島に生息していたわけではなく､古墳時代の

なかば5世紀頃より､大陸から朝鮮半島を通じて組織的

な輸入や飼育が始まったという説が現在では有力ですo

やまうしろ

(写真1 )は､山後2号境の発掘調査で出土した鉄製の
くつわ

｢馬具｣で､轡の一部と思われます｡ ｢轡｣とは､馬の口

に攻ませ一方に手綱をつないで馬を御する器具ですo LLJ
さかのぼ

後2号境の築造は6世紀後半まで遡ると思われ､同時代
おおまきにしぽらやまいなば

の大牧古墳群(鵜沼地区)､西洞山古墳群(稲羽地区)

などからも鉄製馬具の出土が見られることから､この時

代には各務原でも広く馬が飼われていたことがわかりま

す｡馬を数多く飼いならすことで､当時の人々の移動や

農耕､戦闘などにおいて大きな変革がもたらされたこと

でしょう｡

また､この馬具は古墳に死者とともに副葬きれていた

ことから､勾玉や剣などと同様に埋葬者の所有物に近い

印象を受けます｡当時の人々も､現代の私たちが飼うペッ

トのような感覚で馬と接していたのかもしれません｡

写真1山後2号墳石室内出土　轡(くつわ)

ひろはたのぐちとうま

(写真2 )は､広畑野口遺跡から出土した陶属と呼ばれ

る土を焼いて作った馬の胴体です｡元々あった頭部や脚

部は欠損し､調査地内の溝の中に捨てられたように埋
そはら

まっていました｡広畑野口遺跡は､市内蘇原地区の白鳳

～平安時代(7世紀後半～ 9世紀)を中心とした集落遺
かんが

跡で､古代野口廃寺や古代の官衡推定地など､重要な施

設も含まれています｡
どば

一般に飛鳥時代.-平安時代に製作された土馬､陶馬
よ

(注1)と呼ばれる焼き物の目的は､神霊が依り付くための
さいしかたしろ

馬を模して造った祭柁用の形代ですo形代とは､疫病や

写真2　広畑野□遺跡出土　陶馬(胴体)

自然災害などの災いを託して追い払うために造られた人

形などを指し､実際の人や動物などに代わって祭祀に捧

げられるものです｡当時の陶馬に託されたのは､川や井
きとう

戸など水に関わる祭祀や雨乞いの祈祷のほか､疾病の駆
けがつ

除などにも用いられたとぎれます｡積れが惹いた陶馬は､

たいてい脚や首を折られた状態で廃棄きれることが多い

ようです｡

参考　稲田山古窯跡出土

陶馬(完形品)

くら

この陶馬は､鞍や轡などの装飾のない素朴な造りです

が､やはり付近で行われた古代の祭祀で使用されたもの

と思われます｡現在私たちが知る馬よりもずんぐりした

印象を受けるのは､当時の馬がモンゴルを原産地とする

小型の在来種で､近代以降のサラブレッドなどとは種が

異なるためです0人よりもはるかに大きな力を持つ馬に

対する､古代の人々の怖れと親しみが感じられるような

遺物と言えるのではないでしょうか｡

(注1)陶馬とは､当時の須恵器と同様に窯で製作された鳥形､土馬は

土を焼しめただけ(土師責)の鳥形を指します｡

【参考文献】

諌早直人　2012 ｢馬匹生産の開始と交通網の再編｣ 『古墳時代の考古学

7』同成社

松尾洋平　2012 ｢岡山県における古代神仏習合の一様相　一土馬･陶

席の分析を通して-｣ 『古事:天理大学考古学･民俗学研究紀要』 16
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